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＜連絡事項＞
・病棟日誌・患者動静報告の、患者様氏名の横に年齢記載して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・太田　富夫様～清慈会スタッフから連絡あり。本人にGHの部屋確認を行う目的で、外出させたいと話しあり。4/20（木）13：00～16：00外出予定。作成依頼していた眼鏡の受け取りにも行く為、現金持参して欲しいと話がある。
・下妻　康貴様～お母様送迎にて、自宅へ外出。帰院時　体温36.5℃　不調訴えなし。自宅から春・夏物衣類、電子辞書・本、歯ブラシ、菓子を持参。危険物持ち込みなし。自宅では荷物の場所が分からず捜索したが、お母様も場所が分からないことで声を荒げる場面が多数見られたと報告あり。お母様から、「怒鳴るようなら、もう連れて行きません」と言われ、本人も不満発言聞かれている。
・出河　攻様～納税の為スタッフ付き添いにて外出。「銀行は空いていたからすぐに終わった」と話され、税金支払い済ませてきたことを報告。帰院時体温36.8℃　不調訴えなし。
・松田　健様～スタッフ付き添いにて市役所へ外出。3月・4月分の生活保護費受け取り、財布購入し帰院。体温36.6℃　不調訴えなし。
・向井　敦子様～近況確認したいと話があり、お姉様から連絡が入る。

お姉様が気になる点として、

①差し入れの青果について

②今後の外出・面会について

③体調について（腰が曲がった）と話す。 

→①青果は日持ちしない為以前からお断りしている事を説明

→②面会は今でもモニター対応としており、外出は必要最低限としている事を説明

→③北病棟転入時から腰痛を訴え前屈姿勢が見られている事を伝える。日常生活には支障なく、伸ばす事は可能。 

   　　　　　　　説明には了承される。北病棟にて活動範囲拡大が見込まれる為、差し入れにズックを入れて下さるとの事。また、夜間の睡眠・トイレ使用状況については、お姉さまからも指摘して下さると話がある。6～7月にお姉様が実家帰省を考えている為、面会および外泊を検討したいと話がある。
・小笠原　美千代様～夜間の欠神発作用の状態を受け、本日夕食後薬のクエチアピン（200）1T除剤の指示受けている。
・内田　都影様～ロナセンテープ止め、他同内容7日分処方。4/19フルデカシン（25）1A筋注指示あり。
・中村　豊様～レボトミン75㎎→30㎎へ減薬、ロドピン（25）3T　3×毎食後が追加となり、7日分処方。4/18フルデカシン（25）1A筋注指示。

・畑山　昭夫様～臨時薬同内容6日分処方。以後定期に追加。

・馬場　勝美様・向井　敦子様～臨時薬同内容処方。
＜要注目患者様＞
・坂本　福子様～眠気を訴えながらも日課は自力で取り組んでおり、不調の訴えなし。


























他者への被害的な発言はなく、交流も見られておりトラブルなく経過。
・千田　悦子様～適度な他者交流見られており、ソワソワ感の訴えなし。13：20胸部痛訴えカロナール（200）1T服用。
・馬場　勝美様～日中の不安感や眠気訴えはなくプログラムに参加。他者交流も見られるが、スタッフへはジェスチャーで返答している。
・民部田　和哉様～「風呂に入っていたら、出河さんから”刑務所を出て入院してきたんだろ”って言われたんです。どうしてそんなことを言われたのか、自分の経歴を知っているのか分からなくて、どうしたらいいか相談に来ました」と話す。 

本人へ今回入院となった経緯を振り返り、刑務所の話しは経緯に含まれる内容ではなく他者の耳に入るはずもない内容であることを説明。もし、話しをされたとしても事実ではないと否定して良い事、どこから聞いた話であるのか確認してみるよう伝える。 
今後も他者との関係性確認に配慮し、スタッフ間での情報漏洩には十分注意していきましょう。
＜金Dr診察情報＞
・井上　和美様～気温が上がってきたため、下肢の冷感は大分改善してきたが、冷え性は持続。自身の体質については納得してきたと話す。ハップスター1袋処方となる。
・小笠原　文人様～調子はまあまあ良いが、両耳の耳鳴りがあり話を聴きとりづらいと訴える。眩暈はなく、躁状態が改善してくると耳鳴りを感じるようになるとの事。
・坂本　福子様～他患者様との関係について、「迷いながらも上手くやっています」と話す。距離感が問題である事を説明し、やり取りはしないよう説明。また、当たり前の事に対して指導を受けずに生活出来るようになって頂きたい事を伝える。本人からみちのく記念病院への転院日程の確認があるが、まだわからない事を説明している。
・飯豊　信雄様～独語は見られるが、易怒性や性的逸脱はなく、プログラムにも安定して参加出来ている。
＜小栁Dr診察情報＞
・船渡　幸男様～病棟には慣れたが、自分でやる事が多くて大変だと訴える。退院後の生活を見据えて、自分で出来る事を増やしていくよう説明受けている。処方は同内容継続。
・大久保　すい様～被毒妄想継続。下肢痛訴えは持続しているが、左下肢の回内・回外運動は可能。立位をとらないよう説明し、レストランまで移動可の指示となる。
・会津　慮子様～右肩の痛みはまだ少し残っていると訴えており、臨時薬）カロナール（200）4T　2×朝夕食後　4/18迄処方（以後定期予定）となる。行動範囲は徐々に拡大していくよう説明あり。
・佐野　貢様～自室の収集物は減少傾向にある事を報告。本人へ収集を確認すると、「すみません」と話し、過去の収集について認めている。
